Actor-Critic法を利用した分人モデルに基づく行動選択 by 永見　 俊樹
愛知県立大学情報科学部 平成 30 年度 卒業論文要旨
Actor-Critic法を利用した分人モデルに基づく行動選択



































図 2 分人モデル 図 3 Actor-Criticの構造
またモデルのパラメータ更新式、更新に必要な TD 誤差、モ
ジュールの選択確率は、それぞれ以下の式で表される。
TD 誤差 criticは報酬 rと次の状態 s0 = (x1; x2;    ; xN )T を
観測し、criticと actorの学習指標となる TD誤差 (tempo-
ral dierence error）を計算する。ある時刻での TD誤差 
は、式 (1)で表される。
 = r + V (s0)  V (s)　 (0    1) (1)
中間ユニットの学習 中間層の出力関数は式 (2) に示すガウス









cj  cj +   j s  cj
2j
yj　 (0    1) (3)
criticの学習 TD 誤差を零に近づけるように、式 (4) で重み
j の学習を行う。
j  j +   yj　 (0    1) (4)
actor の学習 状態価値 V (s)が高くなるように、式 (5)で重み
!j の学習を行う。
!jk  !jk    (f (ak)  tk) f 0 (ak) yj (5)
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